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国
・
県
・
東
京
電
力
㈱
・
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
へ
要
望
書
提
出
！

◎�

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
う
汚
染
水
対
策
に
対

す
る
抗
議
・
要
望
活
動

　

茨
城
県
市
長
会
（
会
長
・
会

田
市
長
）、
町
村
会
、
市
議
会

議
長
会
、
町
村
議
会
議
長
会
、

茨
城
沿
海
地
区
漁
業
協
同
組
合

連
合
会
、
漁
港
協
会
、
農
業
協

同
組
合
中
央
会
、
観
光
物
産
協

会
の
県
内
８
団
体
が
、
11
月
25

日
、
東
京
電
力
㈱
に
対
し
て
抗

議
文
を
提
出
し
、
県
内
の
風
評

被
害
を
深
刻
な
も
の
に
し
て
い

る
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
汚
染
水
対

応
に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

汚
染
水
対
策
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
翌
26
日
、
同
８
団
体

は
、
復
興
庁
等
に
お
い
て
、
汚

染
水
対
策
に
関
す
る
要
望
書

（
総
理
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

復
興
大
臣
あ
て
）
を
提
出
し
、

政
府
が
前
面
に
立
っ
て
汚
染
水

問
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、

実
害
お
よ
び
風
評
被
害
対
策
に

全
力
で
取
り
組
む
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

◎
県
知
事
へ
要
望
書
提
出

　

茨
城
県
市
長
会
、
町

村
会
、市
議
会
議
長
会
、

町
村
議
会
議
長
会
に
よ

る
４
団
体
連
絡
会
議

（
代
表
・
会
田
市
長
）は
、

11
月
15
日
、
県
知
事
に

対
し
て
、
子
ど
も
の
医

療
費
助
成
を
現
行
の
小

学
３
年
生
ま
で
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
（
守
谷
市
は
単

独
費
で
中
学
３
年
生
ま

で
助
成
実
施
）
や
、
各

種
審
議
会
の
統
廃
合
な

ど
行
財
政
改
革
の
一
層

の
推
進
を
は
じ
め
、
県

勢
の
発
展
と
県
民
福
祉
の
向
上

を
図
る
た
め
の
各
方
面
に
わ
た

る
施
策
の
推
進
を
要
望
し
ま

し
た
。

◎�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
東
京

駅
延
伸
に
関
す
る
調
査
要
望

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

都
市
連
絡
協
議
会
の
会
長
を
務

め
る
会
田
市
長
を
は
じ
め
沿
線

市
長
等
関
係
者
が
、11
月
19
日
、

首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
に
対
し

て
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
東

京
駅
延
伸
に
関
す
る
調
査
を
求

め
る
要
望
書
（
沿
線
９
区
市
連

名
）
を
提
出
し
、
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
に
向
け
て
、
早
急

に
需
要
予
測
な
ど
の
調
査
を
行

う
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
は
非
常

に
身
近
な
疾
患
で
、
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
花
粉
症
だ
け
で
日
本
の
人

口
の
約
25
％
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
全
体
で
約
40
％
に
上
り
、

ま
さ
に
国
民
病
と
い
え
ま
す
。

標
準
的
な
治
療
は
内
服
薬
や
点

鼻
薬
と
い
っ
た
薬
物
治
療
で
す

が
、
近
年
薬
物
治
療
以
外
の
選

択
肢
が
増
え
て
き
て
い
る
の
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

外
来
治
療
と
し
て
広
く
普
及

し
て
い
る
の
が
レ
ー
ザ
ー
治
療

で
、
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
等
を

用
い
て
鼻
粘
膜
を
焼し

ょ
う

灼し
ゃ
く

・
減
量

す
る
こ
と
に
よ
り
主
に
鼻
づ
ま

り
を
改
善
す
る
方
法
で
す
。
比

較
的
簡
単
に
施
行
で
き
ま
す
が
、

治
療
効
果
が
永
続
的
で
な
い
点

が
短
所
で
す
。
一
方
、
鼻
腔
が

狭
い
た
め
に
慢
性
的
な
鼻
づ
ま

り
が
あ
る
場
合
、
鼻
腔
形
態
を

手
術
で
矯
正
す
る
こ
と
で
鼻
づ

ま
り
を
改
善
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
鼻
中
隔
矯
正
術
や
下
鼻

甲
介
切
除
術
と
呼
ば
れ
る
手
術

で
、
近
年
は
内
視
鏡
の
導
入
に

よ
り
改
良
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
最
近
、
後
鼻
神
経
切
断
術

と
い
う
新
し
い
術
式
が
考
案
さ

れ
ま
し
た
。
く
し
ゃ
み
や
鼻
水

▲小泉進次郎復興大臣政務官に要望書を提出

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

取
手
市
医
師
会
健
康
教
室

分
泌
に
関
わ
る
鼻
内
の
自
律
神

経
を
内
視
鏡
下
に
切
断
す
る
手

術
で
、
上
記
の
鼻
腔
形
態
矯
正

術
と
併
用
す
る
こ
と
で
、
重
度

の
鼻
炎
症
状
を
大
き
く
改
善
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

手
術
療
法
以
外
で
最
近
注
目

さ
れ
て
い
る
治
療
が
舌
下
免
疫

療
法
で
す
。
免
疫
療
法
と
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質
の
エ

キ
ス
を
少
し
ず
つ
増
量
し
な
が

ら
体
に
注
射
し
て
、
徐
々
に
ア

レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
体
質
改
善
治
療
で

す
。
古
く
か
ら
あ
る
治
療
法
で

有
効
性
も
高
い
の
で
す
が
、
頻

繁
か
つ
長
期
間
の
通
院
が
必
要

で
、
ま
れ
に
命
に
関
わ
る
ほ
ど

の
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起

き
る
た
め
、
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
近
年
、
注

射
で
は
な
く
舌
の
裏
側
に
エ
キ

ス
を
投
与
し
て
、
口
の
中
か
ら

体
内
に
吸
収
さ
せ
る
新
し
い
方

法
が
考
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

方
法
は
通
院
頻
度
が
少
な
く
、

重
い
副
作
用
も
出
に
く
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
臨
床
試

験
の
段
階
で
す
が
、
ア
レ
ル

ギ
ー
の
根
本
治
療
の
た
め
、
実

用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。




